
自動運転技術等に関する補足説明
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東京都 都市整備局

第５回 自動運転社会を見据えた都市づくりのあり方検討会
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 GPS、カメラ、レーダー・センサー等の認知・計測装置やＩＣＴ技術を活用し、移動体（車・人）や
構築物等の道路上の周囲環境を読み取りながら自動走行・制御

ソフト的な基盤技術として、ダイナミックマップ（高精細デジタル地図）を活用

出典）「ＳＩＰ自動走行システム」（内閣府）
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■ 自動運転技術の概略に関する補足
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■ 自動運転車の車載センサー類について

出典：（一社）自動車日本自動車工業会資料

２

車載センサー類については、カメラやミリ波レーダー等などがあり、道路上の磁気マーカーを感知す
るためのセンサー等も設置する場合がある。
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【路車間通信】
・車両とインフラ設備との無線通信により、車両がインフラからの情報を入手し、ドライバーの運転支援を行

う。
【車車間通信】
・車両同士の無線通信により、周囲の車両の情報を入手し、ドライバーの運転支援を行う。

出典）「自動走行ビジネス検討会「自動走行の実現及び普及に向けた取組報告と方針」Version5.0～
レベル４自動運転サービスの社会実装を目指して～＜概要版＞」経済産業省
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■ 通信について
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■ 地図（高精度三次元地図、ダイナミックマップ）

出典）「自動走行の実現及び普及に向けた取組報告と方針」Version5.0（経済産業省）
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■ 自動運転バスの実証事例

５

国内において、小型バスやカート車両を活用した自動運転サービスの実証実験等が行われている。
 R3年１月には、レベル４を目指した大型車両での通常営業の路線バスによる自動運転実証実験が実施さ

れた。
都においても、西新宿エリアや臨海副都心エリアで自動運転バス等の実証実験を実施

レーザーセンサー
(障害物認識等)

遠隔監視カメラ
(一部マイク付)

レーザーセンサー
(位置測定等)

全方位カメラ
(信号認識等)

GNSS受信機
(位置測定等)

遠隔監視カメラ
(一部マイク付)

遠隔監視スピーカー

遠隔監視カメラ
(一部マイク付)

■路線バスでの車両のセンサー類、遠隔監視室イメージ

■実証走行ルート（片道2.5ｋｍ） ■実証実験に使用した車両

出典：西武バス他

■都におけるR３年度の実証実験の取組

出典：東京都デジタルサービス局、港湾局
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出典：ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社「自動宅配ロボットを活用したデリバリーインフラ構築
実証実験について

 近年、EC市場の規模拡大に伴い、宅配便の取扱件数が増加し、ラストワンマイル配送における人手不足
への対応として自動走行する宅配ロボットの実用化が期待されている。

 民間企業等により、宅配ロボットの実用化に向けた歩道等を自動走行する実証実験が実施されている。

宅配ロボットの交差点横断

宅配ロボット（出典：パナソニック（株））

６

非公開

■ 物流サービス
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■ZEV（ゼロエミッションビークル）の普及について
都では、2050年CO2排出実質ゼロに向けて「ゼロエミッション東京戦略」を策定
自動車の対策として、ZEV（ゼロエミッションビークル）の普及促進を掲げている。
 2050年の目標達成に向けて、2030年に向けた主要目標を設定
電気自動車（EV）や水素自動車（FCV）の普及促進に向けたインフラ整備を実施

出典:東京都環境局
EVの電力活用

◆「V 2 H機器」を家庭に設置することで、分電盤を通し
て家庭のコンセントに電力を供給

燃料電池バスと水素ステーション 燃料電池ごみ収集車

水素自動車の例

出典:東京都環境局出典:東京都環境局



■EV車の電力活用例
 EV車に車載されている蓄電池に蓄えられた電力をビルや商業施設へ電力供給

→V2B:Vehicle to Building
駐車場に設置された充電ステーションで電気自動車（EV）やプラグイン・ハイブリッド自動（PHEV）

の充電
非常時は、非常用電源として車載蓄電池と定置蓄電池に蓄えた電力をビル・工場内に設置された重要な
設備へ供給が可能

充電ステーション
 EV/PHEVの充電ステーション
 太陽光発電の併設により電気料金とCO₂排出量を

低減可能

非常用電源
 EV/PHEVの発電 ・ 蓄電能力と定置蓄電池を用いて停電時に施

設の重要負荷へ電力を供給

充放電器

蓄電池設備

出典:ダイヘンHP

参考資料 自動運転技術等について ８


